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1897 年 エドモン・ロスタン作『シラノ・ド・ベルジュラック』が、フランスで初演される。 
1913 年 五来素川訳（部分訳）『白野十郎』 
                                            
1 本稿は 2018 年 12 月 2 日に広島大学で開催されたシンポジウム「鈴木三重吉創刊『赤い鳥』とフ
ランス語文学の移入と再話」における発表「伝記記述と作家の生涯 ―シラノ・ド・ベルジュラック
の項目」に加筆・修正を加えたものである。 
2 鈴木三重吉主幹『赤い鳥』大正 14 年（1925 年）1 月号〜3 月号。 
3 註 1 で触れた発表の発端は、2018 年に柏書房から出版された『赤い鳥事典』に「シラノ・ド・ベ
ルジュラック」の項目を寄稿したことによる。「再話」の詳細については、そちらを参照されたい。  









1919 年 辰野隆と鈴木信太郎共訳『シラノ・ド・ベルジュラック』（雑誌『ろざりよ』連載） 
1920 年 楠山正雄訳『シラノ・ド・ベルジュラック』（『近代劇選集』第 2 巻、新潮社）。 
1922 年 辰野−鈴木共訳『シラノ・ド・ベルジュラック』上演。後に白水社から刊行される。  
1922 年 楠山訳『シラノ・ド・ベルジュラック』（『泰西戯曲選集』第 5 巻、新潮社）、『近代
劇大系』（第 11 巻、1924 年刊行）が刊行される。 
1925 年 楠山の「月の世界」が『赤い鳥』に掲載される。 
1926 年 楠山訳、額田六福演出による翻案劇『白野弁十郎』 
1927 年 イナガキ・タルホ（稲垣足穂）「シラノ・ド・ベルジュラックの月世界旅行」発表。 
1940 年 シラノ・ド・ベルジュラック（有永弘人訳）『月世界旅行記』 
1951 年 辰野−鈴木共訳『シラノ・ド・ベルジュラック』が岩波文庫に入る。 
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7 イナガキ・タルホ（稲垣足穂）話 はるな・しらう画「シラノ・ド・ベルジュラックの月世界旅行」















































                                            
7 イナガキ・タルホ（稲垣足穂）話 はるな・しらう画「シラノ・ド・ベルジュラックの月世界旅行」








サヴィニヤン・シラノ・ド・ベルジュラックは 1619 年 3 月 6 日に洗礼を受け、1655 年 7 月




















                                            
8 有永弘人(1906-1992) 1930 年に東京帝国大学仏文科を卒業。後に東北大学教授となる。有永は以
下で触れる辰野隆、鈴木信太郎の下でフランス文学とその方法論を学んでいる。 




11 辰野隆(1888-1964) 東京帝国大学教授。1921 年仏文科初の日本人助教授に任命された辰野は 2
年間の留学を経て帰国後教授に昇任し、1948 年定年で退官するまで主任教授として教鞭をとった。 
12 鈴木信太郎(1895-1970) 1917 年同人誌「ろざりよ」の創刊に携わり、1919 年同誌に辰野とロス
タンの『シラノ・ド・ベルジュラック』の共訳の連載を開始する。1920 年に文学部副手、翌年には



























                                            
13 岩波文庫版、p.305。 
14 楠山とイナガキの再話でも引用されていた部分であるため、ここでは原文を記しておく。    
« Philosophe, physicien / Rimeur, bretteur, musicien, / Et voyageur aérien, / Grand riposteur du 
tac au tac, / Amant aussi — pas pour son bien ! — / Ci-git Hercule-Savinien / De Cyrano de 
Bergerac / qui fut tout, et qui ne fut rien. »(Edmond Rostand, Cyrano de Bergerac, V-5)。 riposter 





















































































                                            
18 同、p.316。 
19 有永が云う「文献的研究」とは、主に辰野-鈴木による幾つかの紹介の他、19〜20 世紀に刊行され
た作品集を指す。 20 世紀に入り『月の諸国諸帝国』の新たな写本が発見され、1911 年、1921 年、
1932年と、ほぼ十年おきに異なる写本に基づく本格的な校訂版が刊行されている。有永の底本は1921
年のフレデリック・ラシェーヴルの刊本であったことが明記されている(Frédéric Lachèvre éd., Les 










































態にはなかった。このような状態を打破しようとしたのが 1855 年に刊行された Le Blanc による編
集本であり、1858 年に「愛書家ジャコブ」こと好事家ポール・ラクロワがまとめた作品集であった。 
Le Blanc(notice), Œuvres de Cyrano de Bergerac, Paris(Victor Lecou)-Toulouse(Librairie centrale), 
1855 ; P.L. Jacob, Bibliophile(Paul Lacroix) éd., Histoire comique des états et empires de la lune 
et du soleil par Cyrano de Bergerac, Paris, Adolphe Delahays, 1858.このときシラノは新たに「発見」
された。この再評価に乗じる形で、ロスタンは 1897 年に『シラノ・ド・ベルジュラック』を執筆し
上演したのである。とはいえ既述の通り、『月の諸国諸帝国の滑稽譚』に限られるとはいえ、写本に










                                            













































                                                                                                                                
部分的には両者の境界を否定することになった。真／偽、実在／創作なる区分とそれらを導き出す判
断、そこから導き出された方法論が、記述というものの根本的な性質に必ずしもなじまないからであ
る。 
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